
はじめに

食品、フレーバー、フレグランス、香粧品な

どの匂い・香りはその製品の印象を決定づける

大切なファクターです。一方で、香りを分子レ

ベルで見ると非常に複雑な混合物であり、その

網羅解析は途方もない労力が必要となります。

当研究所森之宮センターでは、株式会社島津製

作所製の超高感度ガスクロマトグラフタンデ

ム質量分析装置 GC-MS/MS (図 1) と同 Smart 
Aroma Database を活用した香気成分の網羅的分

析を提供しています。本テクニカルシートでは

一例として、さまざまな製品・商品の香りづけ

に使われるライムを対象に、天然の果実と人工

香料の分析について紹介します。

図 1 装置の外観（島津製作所ホームページ）．

試料調製

今回、サンプルが放つ香気成分を分析するた

めに、ヘッドスペース (HS) 法を選択しました。

HS ガスのサンプリングについては ORIST テク

ニカルシート No. 21-03 を参照してください。

ライム果実については、その断片をバイアルに

封入しました。ライム香料については、約 0.1 mL
を脱脂綿にしみこませバイアルに封入しまし

た (図 2)。

分析条件

Smart Aroma Database は、指定されたカラム

とリテンションインデックスを活用すること

により高精度な定性分析が可能となります。今

回は約 500 分子を定性対象にすることができる

ジーエルサイエンス株式会社製 GC キャピラ

リーカラム InertCap PureWAX を用いた分析を

紹介します。

図 2   ヘッドスペースサンプルの写真 (左：①ライ

ム果実、右：②ライム香料)．

測定条件

HS: Shimadzu HS-20
モード ループ、オーブン温度 60℃、サンプ

ルライン温度 150℃、トランスファーライン

温度 150℃、バイアル攪拌 off、マルチイン

ジェクション回数 1、バイアル加圧用ガス圧

力 80 kPa、バイアル保温時間 10 min、バイ

アル加圧時間 1 min、加圧平衡化時間 1 min、
ロード時間 1 min、ロード平衡化時間 0.1 
min、注入時間 3 min、ニードルフラッシュ時

間 5 min、GC サイクルタイム 45 min
GC: Shimadzu GC-2030

カラム InertCap PureWAX (30 m, 0.25 mmID, 
0.25 mm)、カラム温度 50℃(0 min)→50℃(5
min)→250℃(25 min)→250℃(35 min)、圧力

83.5 kPa、全流量 11.6 mL/min、カラム流量

1.43 mL/min、線速度 43.3 cm/s、パージ流量

3 mL/min、
MS: Shimadzu GCMS 8050 NX

イオン源温度 200℃、インターフェース温度

250℃、溶媒溶出時間 0.5 min、測定モード

Q3 scan

測定前準備

本測定では標準試料を用いた分析の保持時

間 (rt) を元にしたリテンションインデックス

の計算、機器の調整等が必要ですが、森之宮セ

ンターではこれらの前準備は専門の研究員が

行います。
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化合物推定結果

前準備で作製したメソッドファイルを用い

て、①ライム果実、②ライム香料を分析しまし

た (図 3)。最も大きなピークを NIST ライブラ

リと照合したところ、ライム果実とライム香料

のメインの香気成分はともにリモネン (rt 6.7
min 付近) であることがわかりました。一方、ラ

イム香料ではリモネン以外にも複数のピーク

が観測されました。

表 1 ライム果実の化合物推定結果

表 2   ライム香料の化合物推定結果

化合物解析

表 1 および 2 には、例として rt 5.5～9.0 分ま

での化合物の推定結果を示します。表 1 と表 2
はわかりやすいよう同じ領域 (ID#63～106) を
カットしました。測定結果は自動的に Smart 
Aroma Database と照合され、ライブラリ類似度

70 以上の化合物がハイライトされます。ライム

果実では ID#70、79、81、86、91、94 の香気成

分が検出されています。一方で、ライム香料で

はこれ以外 (ID#86 を除く) に、ID#67、68、69、
72、73、74、75、76、77、83、90、99、103、104
の香気成分が検出されています。このように

データベースを活用することで、効率よく香気

成分の定性分析を行うことができます。

おわりに

ヘッドスペースオートサンプラー付き GC-
MS/MS と同 Smart Aroma Database を活用した香

気成分分析について紹介しました。本システム

を用いると、香気成分を簡単に網羅解析するこ

とができます。ぜひご活用ください。
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図 3   HS ガスの TIC クロマトグラム (上：①

ライム果実、下：②ライム香料)．
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